










本論文では, Zine (ジン, 個人やグループが作る自
主制作冊子) の ｢参加型メディア (participatory media)｣

























授業構成と ｢ZINE 大会｣ の方法について述べ, ３で
は, 学生たちの作品についてその特徴を紹介し, 最後
に, ４において, 米国のイリノイ大学の取り組みも参










は, 教室の中からは生まれにくい｡ 筆者は, 甲南大学
文学部社会学科の専門科目 ｢フィールドワーク研究｣













１つは, 米国のコミュニティラジオ局 WRFU での日
本語番組 Harukana Show の制作3), もう１つは, 英米
国でのコミュニティ活動とメディアについての取材を
英文でまとめた自主制作冊子, Grassroots Media Zine













語では, ジンやリトルプレス, ミニコミ, 同人誌, フ
リーペーパーなどと呼ばれることもある6)｡ 日常の暮
らしのパーソナルな体験や, 料理から健康や自転車の
修理の方法, LGBTQ, 人種差別, 環境問題, 移民問
題, 政治批判など, あらゆる内容が含まれる｡ 紙の質
もサイズも形も決まりがない｡ 手書き, パソコンで編
集, 印刷, 雑誌などの文字, 挿絵の切り貼り, シール,
ビーズ, マスキングテープなど, いろいろなものを使っ
てデコレーションすることもできる｡ 世界に１つしか








Champaign Independent Media Center (UCIMC, NPO)
にある Zine Library を知り, 2011年に UCIMC が主催
した Mid-West Zine Fest に参加した7)｡ 主催者, 作り
手, 売り手, 読み手といった立場にこだわらず, Zine
を手に取り会話が弾む様子が印象に残った｡ デジタ
ルな情報化の時代に, こうした手作りの Zine が, ア
メリカでもイギリスでも日本でも注目され, 各地で
Zine をめぐるイベントが開催されている8)のはなぜだ
ろう｡ こうした疑問と関心を持ち, 筆者自身も GMZ
を作りながら9) 英米国の Zine を扱うショップや図書
館の活動を取材するようになった｡ ラジオ番組にも関




く｣, 作品を通して ｢対話を生み出す｣ Zine の特性11)
を, 大学の授業に取り入れることができないか｡ 2012
年度の ｢フィールドワーク研究｣ から, 受講生各自の
調査をもとにした Zine 制作を最終課題として出すよ
うになった｡ 2016年度からは, 受講生の Zine を教室
に並べて読み合う講評会を, 私が英米国で見てきた
Zine Fest をイメージして, ｢ZINE 大会｣ と呼んでい
る｡
13 誰でもが表現し, つながる方法








や手紙にも注目し, Zine を ｢ギフト・カルチャー
(贈与文化)｣ と捉え, 手に取ることができる物として








(1997 [2008]) も Zine の作者と読者との間の親密な
関係性に注目し, Zine を手にとった人たちが, 見ま
ねで, 自分でも Zine を作り出す現象を ｢エミュレー





NPOのメディアセンターなどで, Zine Workshop が
行われ, 地方の Zine を集めた Zine Collection が開設
されている12)｡ 公共図書館は, デジタル化の時代にお
いて ｢書籍｣ を扱うことの意味やこれからの図書館が
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ションを作り (写真１, 撮影は全て筆者による), Zine




れられている14)｡ Creasap (2014) は, “Zine Making as
Feminist Pedagogy” において, Hoffmann and Stake
(1998) を参照し, Zine-making は, フェミニスト・ペ
ダゴジー15) の３つの原理, ｢参加型学習, 個人的な経
験の受容, そして批判的な思考スキル (participatory
learning, validation of personal experience, and the de-
velopment of ciritical thinking skills｣ (p. 156) を育む
と述べている｡ ここで, フェミニスト教育学の議論に
立ち入ることはしないが, ｢自己｣ をどのように発見
し, かつ批判的に再考するかを, Zine を作る作業を
通して学び合うというプロセスは, これから述べてい
くフィールドワークの授業における Zine 作りや ｢大







客員研究員として在籍し, 2018年秋学期に Zine Work
shop を行なっている２つの授業に参加した｡
１つは, 情報科学部の Kathryn La Barre 氏16) (以下
敬称略) が担当する図書館学についての大学院の授業








雑誌や新聞などを使い, 自由に切り貼りして Zine を
作成した｡ 大学院生たちは, 最初は少し戸惑っている






おいて, Efadul Huq 氏が担当する都市問題に関する
学部の授業18)である｡ 都市問題の背景にある植民地主




い, これを学期の終わりに Zine にまとめる｡ Huq は,
Zine が様々な意味でのマイノリティの声を伝える媒
体として社会運動の中で活用されてきたことに注目し




この授業では, 10月14日に情報科学部の La Barre
と筆者を招き, Zine Workshop が行なわれた19) (写真
４)｡ 校舎のホールを借り,いくつかのテーブルに, La
Barre が UCIMC の Zine Library から持ってきた Zine
を並べた｡ 甲南大学の学生たちが制作した Zine も１
つのブースに展示した｡ 受講生は, 都市問題について
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写真２ ｢Zine Workshop｣ イリノイ大学情報科学部,
2018年11月28日
写真３ ｢Zine Workshop 参加者の Zines｣ イリノイ大学
情報科学部, 2018年11月28日
各自が選んだテーマの調査研究の中間レポートを提
出した後, この日のワークショップで Zine について
学ぶ｡ そして, 授業の最終回の12月11日には, それぞ
れの調査研究の成果をまとめた Zine 作品を教室に持





それでは, 甲南大学の ｢フィールドワーク研究｣ に
おいて Zine 制作, ｢大会｣ を取り入れる狙いは何か｡
結論を先取りして述べると, 受講生にとって大きく３
つの体験が得られると考えている｡
第１に, 現場からの学びを ｢他者へ伝える｣ 体験で
ある｡ この授業では, 受講生が調査を企画しインター








形, 材料を使ってもよい｡ 作者が, 何を誰にどのよう












また, 授業の最終イベントを, 展示会や講評会, あ
るいはフェスではなく ｢大会｣ と呼ぶようになったの
は, 盆踊り大会, カラオケ大会のように, ｢参加型の




















登録した｡ 授業開始が４月５日, ｢ZINE大会｣ は７
月12日, 授業の最終回が７月19日である｡ ４月 (第１
回～４回) は, フィールドワークのプロセスや調査設
計, 記録について学びながら, 受講生は各自の調査テー
マを模索する｡ ５月 (第５回～８回) は, 観察法やイ
ンタビュー法など情報収集の技法を学び, 調査企画書
を作成, 提出する｡ ６月 (第９回～12回) は, 調査の
心構え, ラポール, 資料整理, 伝える方法などついて
考え, 授業時間外に各自のフィールドワークを実施し,
記録を作成する｡ 第13回７月５日には, 調査記録と作
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１名, SA (Student Assistant) として授業をサポート
してくれた｡ 彼女も２年前にこの科目を受講している｡





同年代の SAや少し年上の大学院生の TA (Teaching
Assistant) が参加してくれることで, 少しでもフィー
ルドワークが身近に感じられる｡ ｢ZINE大会｣ の準
備などを含め, この授業では, SAや TAの協力が欠
かせない｡
授業では調査方法については筆者が詳しく講義をす
るが, Zine については, ｢取材内容に応じた, あなた
が伝えたいことをデザインした Zine作品を自由に作っ
てください｡ ただし, その作品を, 取材対象者に見て
もらえるものに仕上げてください｣ と伝える｡ 学生た
ちは, Zine という聞きなれない単語や ｢自由｣ とい
う言葉に不安を抱く｡ そこで調査と作品制作の手がか
りとなるのは, ｢フィールドワーク研究｣ の過年度の















｢ZINE大会｣ の１週間前, 第13回の授業には, ｢調
査報告シート｣ を提出する｡ これは, 報告書 (Zine)
のタイトル, 調査課題, 取材対象者の説明, 取材の経
緯 (調査実施の年月日, 場所を含む), 取材の内容,
調査の成果, 残された課題, 参考文献, 資料一覧など
を含む｡ 所定様式に沿って, このシートを作成するこ





た ｢プログラム｣ を作成する｡ ｢ZINE大会｣ では,
作品の作者も読者も評者も, ｢通し番号｣ を氏名の代
わりに用いる｡ 本人が希望すれば, Zine やコメント
用紙に名前を記載してもよい｡ 原則として通し番号を







備を始める｡ 机の上に, Ａ ｢通し番号を記したＡ4用
紙｣, Ｂ ｢プログラム｣, Ｃ ｢ZINE大会ルール｣, Ｄ
｢総評用紙｣ を１セットずつ, 通し番号順に置く (図
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図１ ｢ZINE 大会配布用紙｣ 甲南大学文学部,
2018年７月12日
ン, 音楽, スポーツ, ゲーム, 旅行など現代の若者文











感想を読む｡ Ｄの総評用紙には, 自己評価, ｢ZINE








































2018年の ｢フィールドワーク研究｣ は, 履修登録58
名のうち53名が Zine 作品を提出した｡ ３分の１の作
品は, 大学の提出物で最もよく使うＡ4用紙に, 図表,
写真を入れてカラーで印刷し, またイラストだけ手描
きし, ホッチキス (あるいはリボンなども使って) 綴













































されることもある｡ また, 市販のノートを色鉛筆, マ
スキングテープ, シールなどを駆使して自分なりにデ
ザインした手帳, 日記帳, 写真帳, スクラップブック
などを作っている学生もいる｡ ｢フィールドワーク研
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掲載したかったが, 撮影を断られた｣ と話す｡ また,










































ルドワークである｡ ｢ZINE大会｣ で, 多くの参加者
がＨの作品を手にとって感想を残した｡ 大会終了後,
Ｈは自分の作品を一旦持ち帰りたいと申し出た｡ １週
間後, オリジナルの Zine を少し修正したもう１冊の
作品が筆者のもとへ届けられた｡ ｢取材を受けてくれ
た人たちに Zine を見てもらったら, 喜んでくれて,
それからもっとたくさんの話をしてくれた｡ Zine が
人に伝える方法になることを知った｡ 続きの Zine を
作れたらいいなと思う｣ と話してくれた｡






｢フィールドワーク研究｣ においては, Zine 作り
と ｢ZINE 大会｣ を通して学生たちは, ｢他者に伝え
る｣ ｢アイディアを形にする｣ ｢批評をとおして学び合
う｣ ことを体験する｡ 調査も Zine 制作も個人で行う






り返り, Zine 作品とその他の提出物 (毎回のリアク
ションペーパー, ４つの中間課題, 調査報告シート,
Zine 作品と ｢大会｣ における個別の作品へのコメン
ト, 総評用紙) を読み返してみると, 大きくは３つの
｢傾向｣ が見られる｡




｢問題意識｣ や ｢自分の問い｣ を明確に持っているわ
けではない｡ 授業で出される課題に沿って, とりあえ
ず調査を企画, 実施, 記録し, これを形にしようと模
索する時に, 自分が何を問題として伝えたいのか, 改
めて考えるようになる｡ Zine は, 形式が自由である
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取材対象者との関係を振り返るようになる｡ Zine と
はそもそもが, よりパーソナルな自己表現の手段であ
り, 同時に, 他者に伝える媒体である｡ 自分と向き合
う時のさまざまな感情22)と他者に伝えるという行為と
に折り合いをつけながらモノとして Zineが出来上がっ





が Zine 作りに思いを込めるほどに, 他の作品がどん
な内容で作り方をしているのか, 以前より関心をもつ












を凝縮して行う｡ この授業における Zine とは, 自己
と向き合い, 他者に伝え, 学び合う場面を作る ｢手段｣




そして何よりも, 学生たちが制作する Zine に読み手
を触発する力があるからである｡ 過年度生による作品
を含め多様な Zine に, ｢それ, すごく, わかる｣ と
共感し, ｢こんなやり方があるのか｣ と驚き, 好奇心







業では, 2018年秋学期の最終日に教室で Zine Fest が
開催された23)｡ 12月11日, 学生たちはそれぞれが作っ
た Zine を教室に持参し, 20の Zine が並んだ｡ 各作
品の横にはフィードバック用紙が置かれ, 読んだ人が
自由に感想を書く｡ 教室の前には, お菓子や飲み物が
用意され音楽を流し, Zine を読んだら, 食べながら
自由に話そう, という授業の打ち上げパーティも兼ね
ていた (写真７)｡ １つの Zine を複数の学生が読み
あい, ｢これすごいよね｣ と感想を言い合う様子は,
甲南大学の ｢ZINE大会｣ と似ている｡
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るようになった｣ と話した｡ この授業でも, Zine-








Zine Workshop や Zine Fest が取り入れられているこ
とを知ることができた｡ イリノイ大学において Zine
カルチャーに関心を持つ研究者は, それぞれが社会的




プ｣ (Bookartbookshop) で, 2018年度 ｢フィールドワー
ク研究｣ の Zine 作品をショーウィンドウに展示する




ている24)｡ この日は, 道ゆく人がふと足を止めて Zine
作品の展示を見たり, また店内にいた客がわざわざ外
へ出て道からウィンドゥの展示をじっくりと眺める姿














究費補助金・基盤研究 (B) (海外学術調査) ｢多文化
社会における“コミュニティ”活動とメディア戦略に
関する実践的研究｣ (研究代表者西川麦子, 2015年度～
2018年度, 課題番号 15H0517300) を得て, Urbana-







感謝を申し上げます｡ Kathryn La Barre, Thomas
Garza, Efadul Huq, 石黒加那, Leila Kassir, 小牧龍太,
Christine LaBarbera, 松川恭子, 西川祐子, Tanya
Peixoto, Chris Rizo , 立石尚史 , 辻野理花 ,
Bookartbookshop, Chicago Publishers Resources Center,
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写真９ ｢Bookartbookshop での SKU Fieldwork Project
Zine 作品展示 (2019年１月24日) フライヤー｣
写真10 ｢SKU Fieldwork Project Zine 作品展示｣
Bookartbookshop, ロンドン, 2019年 1 月24日
Housmansbookshop, 甲南大学 (文学部, 教務部),
Quimby’s Bookstore, St. Louis Public Library, Univer-
sity of Arts of London (London College of Communica-
tion), University of Illinois at Urbana-Champaign (Cen-
ter for East Asian & Pacific Studies, Department of East
Asian Languages and Cultures, Department of Urban and
Regional Planning, School of Information Sciences),
Urbana-Champaign Independent Media Center (Zine Li-















れている｡ 一般社団法人社会調査協会 website 内,
｢社会調査士カリキュラム詳細｣ を参照｡
2) 西川 (2012, 2013a, 2013b, 2013c, 2014a, 2014c,
2016c, 2017) を参照｡





なぎ番組を制作している｡ 詳細は Harukana Show
website を参照｡
4) Grassroots Media Zineは, No. 1 (2013), No. 2 (2014),
No. 3 (2016) まで発行, 継続中｡ 詳細は, Grassroots




取り組みを行ってきた (西川 2016c)｡ 米国のコミュ
ニティラジオ局と日本の大学をインターネットで接続
して教室からラジオ番組を制作・配信をするという
｢メディア実践系｣ 授業については, 西川 (2018), 松




6) 日本の ZINEについては, ばるぼら, 野中モモ編著
(2017) を参照｡
7) Harukana Show Old Site : Blog ｢ゆったり Zine な土
曜日～Midwest Zine Fest @ IMC, May1, 2011 ｣ ,
Harukana Show Albums ｢Midwest Zine Fest, April 30,
2011｣, Harukana Show Blog : ｢Chrisさんのインタビュー
(April 22, 2011) Zine :メインストリームに抗するメディ
ア, Nov. 20, 2016｣ を参照｡
8) 2018年３月に UCIMCの Zine Library を訪問した時
には, BOMBAY ZINE FEST2018 のポスターが貼ら
れていた｡ このライブラリーの担当者 La Barre (注16
参照) が, 2018年３月９日～11日にインド, Mumbai
で開催された Zine Fest に参加し, そこで入手した
Zine がライブラリーに展示されていた｡ Zine は制作
者だけでなく Zineカルチャーをサポートしている人々
の間の交流も盛んである｡ Harukana Show Podcast :
｢No. 372, May 4, 2018, ガーデニングの季節, 支え響





GMZ を持参して Zine をめぐる活動に参加し新たな
関係を作ってきた (西川 2017)｡
10) 本論文の参考文献・資料の Harukana Show Blog,
Podcast を参照｡ 英国の London, 米国の Urbana-
Champaign, Chicago, St. Louis, New York, 日本の To-
kyo, Kyoto などの, 公共図書館, 大学図書館, 書店,
プリントスタジオ, レコードショップ, NPOの関連
団体, イベントなどを取材ししている｡
11) 西川 (2017) では, ｢手作りの感触を残すモノとして
の Zine が, 作り手と読み手のパーソナルな対話を生
み出し, 他者をつなぐコミュニケーション・ツールと
なりうる｣ (p. 52) と指摘し, ｢顔が見える他者をつな














12) The zine libraries interest group website を参照｡
13) Harukana Show Blog : ｢St. Louis から Zine レポート
 クリエイティブに模索する公共図書館, Zine Col-
lection & Recording Room, Oct. 22, 2018｣ を参照｡ Zine
はまた, 現代の大衆文化を知る重要な一次資料として
も収集されている｡ Zines at The New York Public Li-
brary website を参照｡
14) イギリスや日本でも, 美術系の大学の授業やプロジェ
クトでは Zine が制作されている｡ Harukana Show
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Blog : ｢Londonから Zineレポート London College of
Communicationの Zine Collection, Sept. 16, 2015｣, LCC
Collections and Archives website, 金沢美術工芸大学
ZINE PROJECT 2018 website を参照｡
15) フェミニスト・ペダゴジーについては,虎岩 (2016)
を参照｡
16) IS (School of Information Sciences) 502Fall 2018 : Li-
braries, Information, and Society (Kathryn La Barre 担
当)｡ La Barre は, イリノイ大学情報科学部の准教授
であり, UCIMC の Zine Library も運営している｡ 地
域の Zine を収集, 整理し, UCIMC の本棚に誰でも
が手に取れる形に展示している｡ また地域の公共図書
館でも Zine Workshop を開催している｡ こうした地





り込んでいる｡ 筆者が La Barre と知り合ったのも,
UCIMC の活動を通してである｡ UCIMC Zine Library
については, Harukana Show Blog : ｢表現しながら人
とつながるツール ＠Zine Library, April 14, 2015｣ ｢Illi-
nois から Zine レポート Champaign-Urbana でゆる
やかな Zine つながり, Aug. 21 & 23, 2016｣ ｢Illinois
から Zine レポート UCIMC の Zine Library が身近
に, August 2017｣ を参照｡
17) Harukana Show Blog : ｢Zine in the Classroom  図
書館学の Zine Workshop, Nov. 28, 2018｣ を参照｡
18) UP (Department of Urban and Regional Planning) 260
Fall 2018 : Social Inequalities, Planning, and Insurgent
Formations (Efadul Huq 担当)｡ Huq は同大学院博士
課程在籍｡
19) Harukana Show Blog : ｢Zine in the Classroom 『Zine
を使った授業の作り方』, Sept. & Oct., 2018｣ を参照｡
20) ｢ZINE大会｣ と呼ぶようになって, 学生たちの授





になったようだ｡ その年の ｢ZINE大会｣ では, 彼の
作品は, 多くの読者の推薦を得た｡ こうした, ｢イベ






ぼしている｡ Harukana Show Podcast : ｢No. 166, May
30, 2014, Learning Commons で 『会読』, 知的好奇心
をキックする with Okabe-san｣, ｢No. 169, June 20,
2014, Tateishi 風パンクロックな 『イベント論』｣ を参
照｡
21) 西川 (2010) の事例編では, 西川の日本, バングラ
デシュ, イギリスでの, 異なるタイプのフィールドワー
クを紹介している｡
22) “Teaching with Zines” では, Zine は, とてもパー
ソナルなものであり, だからこそ生徒たちのつながり
を作ることもあるが, 気をつけないと生徒たちを傷つ
けてしまうこともある, と述べている (A bunch of
zine librarians 2018, p. 1)
23) 詳細は, Harukana Show Blog : ｢Zine in the Class-
room  都市問題の授業で Zine Fest, 主張する Zines,
Dec. 11, 2018｣ に会場や Zine 作品の写真を添えて掲
載している｡
24) Bookartbookshop を運営する Tanya Peixoto 氏とは,
Grassroots Media Project の活動を通して知り合い,
Harukana Show の番組でも何度か取材をさせてもらっ
た｡ Harukana Show Podcast : ｢No. 342, Oct. 6, 2017,
Bookartbookshop, アートと本と人と場所をつなぐ
with Tanya｣ , Blog : ｢London から Zine レポート
Bookartbookshop, Sept. 18, 2015｣ ｢London から Zine
レポート Housmans Bookshop & Bookartbookshop,
Sept. 9, 2016｣ ｢London から Zine レポート Book-
artbookshop に触発されて, 次の夢は…Sept. 8 & 14,
2017｣ を参照｡ 2019年１月24日の展示会については,
｢London から Zine レポート Bookartbookshop で




A bunch of zine librarians (Kathleen Aragon, Deanie Ad-
ams, Jolie Braun, Emma Fernhout, Juli Huddleston, Kelly
McElroy, Sarah G. Wenzel, and Kelly Wooten)







・2004, ‘From A to Zine : Building a Winning Zine Collec-
tion in Your Library’, American Library Association
Creasap, Kimberly
・2014, “Zine-Making as Feminist Pedagogy” in ‘Feminist
Teacher’, vol. 24, no. 3, pp. 155	168
Dumcombe, Stephen
・2008 [1997], ‘Note from Underground : Zines and the
Politics of Alternative Culture’, Microcosm Publishing
Garza, Thomas ed.
・2013, ‘Grassroots Media Zine’, No. 1, Harukana Show org.
・2014, ‘Grassroots Media Zine’, No. 2, Harukana Show org.
・2016, ‘Grassroots Media Zine’, No. 3, Harukana Show org.
Hoffmann, Frances L., and Jayne E. Stake.
・1998, “Feminist Pedagogy in Theory and Practice : An
Empirical Investigation.” NWSA Journal 10, pp.79	97
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・2018, ｢『メディア実践系』 授業の作り方 (実践編)：
他者から学び, 伝える方法｣ 『甲南大学紀要文学編』






『甲南大学紀要文学編』 No. 162, pp. 5168
・2013a, ｢多文化接触のメディア空間―米国のコミュニ




トワーク｣ 『甲南大学紀要文学編』 No. 163, pp. 133152
・2013c, “A Media Space for Cultural Exchange : Exploring
Community Radio in the United State”, Garza, Thomas




表現者たち｣ 『甲南大学紀要文学編』 No. 164, pp. 113
132
・2014b, “The Ghost of George Clark : From An Interview
With Stuart Hall”, Garza, Thomas ed., ‘Grassroots Media
Zine’, No. 2, pp. 344, Harukana Show org.
・2014c, ｢コミュニケーションツールとしてのラジオ｣
『建築雑誌』 Vol. 129, No. 1665, pp. 3031
・2015, ｢1960年代, ノッティングヒルの 『新しい』 コ
ミュニティ活動に関する研究序説：スチュアート・ホー




Hopkins の 『ハプニング』 の作り方｣ 『甲南大学紀要
文学編』 No. 166, pp. 87104
・2016b, “John ‘Hoppy’ Hopkins : interviews from 2009
2014”, Garza, Thomas ed., ‘Grassroots Media Zine’, No. 3,
pp. 170, Harukana Show org.
・2016c, ｢アクションリサーチ法｣ 工藤保則, 寺岡伸悟,
宮垣元編 『質的調査の方法―都市・文化・メディアの
感じ方』 第２版, 法律文化社, pp. 144155
・2017, ｢現代のコミュニケーション・ツールとしての
ZINE：顔が見える他者を引き寄せるメディア｣ 『甲南
大学紀要文学編』 No. 167, pp. 5166
・2018, ｢『メディア実践系』 授業の作り方 (総論)：甲
南大学文学部社会学科の取り組み｣ 『甲南大学紀要文
学編』 No. 168, pp. 95104
Piepmeier, Alison





















・｢Londonから Zineレポート Stuart Hall Library, Invia
& Housmans Bookshop, Sept. 11, 2015｣
・｢Londonから Zineレポート London College of Com-
munication の Zine Collection, Sept. 16, 2015｣
・｢Londonから Zineレポート ROUGH TRADE & Fan-
zine, “Vague”, Sept. 17, 2015｣
・｢London から Zine レポート Bookartbookshop, Sept.
18, 2015｣
・｢Illinois から Zine レポート Quimby’s Bookstore :
Zine が生き生きと並ぶ, Chicago, Aug. 7, 2016｣
・｢Illinois から Zine レポート CHIPRC, Zine Culture
をはぐくむ草の根の活動, Chicago, Aug. 7, 2016｣
・｢Illinois から Zine レポート Champaign-Urbana でゆ
るやかなジンつながり, Aug. 21 & 23, 2016｣
・｢London から Zine レポート Housmans Bookshop &
Bookartbookshop, Spet. 9, 2016｣
・｢London から Zine レポート Artist Self-Publishers’
Fair, Sept. 2016｣
・｢London から Zine レポート	 GMZ#3 がつなぐ縁,
Sept. 1119, 2016｣
・｢London から Zine レポート
 London Print Studio &
London Centre of Book Arts, Sept., 2016｣
・｢Chris さんのインタビュー (April 22, 2011) Zine : メ
インストリームに抗するメディア, Nov. 20, 2016｣
・｢Illinois から Zine レポート UCIMC の Zine Library
が身近に, August 2017｣
・｢London から Zine レポート Bookartbookshop に触
発され, 次の夢は… Sept. 8 & 14, 2017｣
・｢London から Zine レポート Houmans Bookshop へ
GMZを買いにゆく, Sept. 13, 2017｣
・｢St. Louis から Zine レポート クリエイティブに模
索する公共図書館, Zine Collection & Recording Room,
Oct. 22, 2018｣
・｢St. Louis から Zine レポート 運動としての書店,
LEFT BANK BOOKS, William Burroughsの縁, Oct. 22,
2018｣
・｢U-Cの The Idea Store と 『工芸品』 としての Zine,
甲南大學紀要 文学編 第169号 (2019年 3 月) 社会学科76
Nov. 24, 2018｣
・｢NYから Zine Report  『いいなあ』 と 『びみょう』
な感じ＠The Center for Book Arts, NY Public Library,
Dec. 3, 2018｣
・｢NYから Zine Report  NYと London の草の根のつ
ながり＠The Velvet Underground Experience, Printed
Matter, Inc., Dec. 4, 2018｣
・｢Zine in the Classroom  『Zineを使った授業の作り
方』, Sept. & Oct., 2018｣
・｢Zine in the Classroom  図書館学の Zine Workshop,
Nov. 28, 2018｣
・｢Zine in the Classroom都市問題の授業で Zine Fest,
主張する Zines, Dec. 11, 2018｣
・｢London から Zine レポート Bookartbookshop で
SKU Fieldwork Projectの Zine作品展示！ Jan. 17 & 24,
2019｣
・｢London から Zine レポート Bishopsgate Library の
Punk Fanzine に圧倒される, Jan. 21, 2019｣
Harukana Show Old Site：http://harukanashow.org/
archive/HARUKANA_SHOW/English.html
・Podcast ｢No. 41, April 22, 2011アメリカの Zine と
は？｣
・Blog ｢ゆったり Zine な土曜日～Midewst Zine Fest@
IMC, May 1, 2011｣
・Albums ｢Midwest Zine Fest, April 20, 2011｣
Harukana Show Podcast：http://harukanashow.org/
archives/category/harukana-show-podcast
・｢No. 166, May 30, 2014, Learning Commons で 『会読』,
知的好奇心をキックする with Okabe-san｣
・｢No. 169, June 20, 2014, Tateishi 風パンクロックな
『イベント論』｣
・｢No. 209, March 27, 2015, レコードショップに Zine
があった頃 with Tom-san｣
・｢No. 222, June 26, 2015, En-Zine トーク Tateishi さ
んの ZINEな生き方｣
・｢No. 223, July 3, 2015, En-Zine トーク 途中を形にし
て共有する with Mugiko｣
・｢No. 224, July 10, 2015, En-Zine トーク もう１つの
生き方, やり方 with Sabu-san｣
・｢No. 225, July 17, 2015, En-Zine トーク スコットラ
ンド, グラスゴーでファンジンの世界に出会う with
Ogasawara-san｣
・｢No. 270, May 20, 2016, GMZ#3物語 『印刷コンシェ
ルジェ』 に会いに東京へ, イニュニック訪問｣
・｢No. 271, May 27, 2016, 『アメリカーナ』, GMZ#3 物
語 Zine の歩き方｣
・｢No. 287, Sspt. 16, 2016, Zine collectionをライブラリー
する with Kathryn｣
・｢No. 296, Nov. 18, 2016, HSリバイバル (No. 4), 今こ
そ Zine, with Chris｣
・｢No. 337, Sept. 1, 2017, 夏の UCレポート, ｢Zines は
時代とともに｣ with Em-san｣
・｢No. 342, Oct. 6, 2017, bookartbookshop, アートと本と
人と場所をつなぐ with Tanya｣
・｢No. 368, April 6, 2018, HARUKANA SHOW８年め！
& ZINE MAKING AS SOCIAL ACTION｣
・｢No. 372, May 4, 2018, ガーデニングの季節, 支え響
きあう 『ZINE』 Culture｣
Harukana Show Zine & Paper：http://harukanashow.
org/archives/category/zinereport
・｢Grassroots Media Zine#1 (in English): A Media Space
for Cultural Exchange｣
・｢Grassroots Media Zine 創刊号｣
・｢Grassroots Media Zine#2 (in English): an Interview
with the late Prof. Stuart Hall｣
以上, Harukana Show web-site 制作：西川麦子 (最終ア
クセス2019年２月13日)
URL
・Barnard Zine Library : https://zines.barnard.edu
・Bishopsgate Institute: https://www.bishopsgate.org.uk
・Bookartbookshop : http://www.bookartbookshop.com
・Chicago Publishers Resource Center (CHIPRC):
http://chiprc.org
・DIY CULTURES: http://diycultures.tumblr.com
・Grasroots Media Zine : http://grassrootsmediazine.org/
・Harukana Show: http://harukanashow.org/
・Housmans : http://www.housmans.com
・Institute of Contemporary Arts : https://www.ica.org.uk
・Inuuniq : https://inuuniq.co.jp
・一般社団法人社会調査協会：http://jasr.or.jp




・London Centre for Book Arts :
http://www.londonbookarts.org
・London Print Studio :
http://www.londonprintstudio.org.uk
・金沢美術工芸大学 ZINE PROJECT2018 :
http://www.kanazawa-bidai.ac.jp/event/5334/
・Quimby’s Bookstore : http://www.quimbys.com
・Stuart Hall Library : http://www.iniva.org/library
・The zine libraries interest group :
http://zinelibraries.info/about/
・Urbana Champaign Independent Media Center :
http://www.ucimc.org
・UCIMC Zine Library :
http://www.ucimc.org/zine_library2
・WRFU-LP104.5FM: http://www.wrfu.net
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